
岩手、宮城、福島で、も～も～スクールを開催
「被災した子どもたちを元気にしたい」
岩手、宮城、福島で、も～も～スクールを開催
「 災した子どもたちを元 にしたい」「被災した子どもたちを元気にしたい」

特集：平成25年度

全国研修会を開催
特集：平成25年度

全国研修会を開催

地 域 交 流 牧 場 全 国 連 絡 会

DAIRY FARM NEWS

平成25年12月発刊

3

12



　10月29日(火)に、本会は平成25年度全国研修会を東

京都で開催しました。

　研修会では、福井みどり氏(新宿区立東戸山小学校 

主幹教諭)が「酪農体験で学ぶ集団に~酪農体験が学級

作りに与えた効果~」と題して、基調講演を行いまし

た。講演後はディスカッションの時間を設け、参加者

60名が8グループに分かれ、「酪農教育ファームの教育

的な効果について」積極的な意見交換が行われました。

　なお、翌30日は、横浜で開かれた「ワールドデイ

リーサミット2013」などに各々参加し、世界の酪農乳

業関係者と交流を図りました。

日時：平成25年10月29日（火）13：30～　場所：コンベンションルーム　AP品川ンルーム　AP品川日時：平成25年10月29日（火）13：30～　場所：コンベンション
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　本日は東北支援事業の報告があると聞いています。

先日、私も相馬市の小学校での体験にお邪魔してきま

した。除染や牧草の状況を見ても農家の方々がまだま

だ苦労をしていると思います。しかし、体験での子ど

もたちの元気な笑顔や、牛に触ったり、バターを作っ

ている顔を見ていたら、この子たちのために頑張ろう

と思いました。体験の中で、子どもたちの状況をみな

がら牛のこと牛乳・乳製品のことを教えている姿が

大変頼もしく感じました。

原田　英男氏
農林水産省生産局
畜産部長

福井みどり氏
新宿区立東戸山小学校　主幹教諭

来賓あいさつ

　基調講演では、新宿区立東戸山小学校の福井みどり教

諭から「酪農体験で学ぶ集団に～酪農体験が学級作りに

与えた効果～」について講演していただきました。

　「学校での山羊の飼育、牧場体験を通し、いのちに無関

心だった子どもたちに少しずつ変化が起こりました。搾り

たてのお乳の温かさを体験し、母牛と子牛の別れ、最終的

にお肉になってしまうという経済動物の運命を知り、いの

ちをいただくことの大切さを実感した子どもたちは、『食

べるものにもいのちはあるけれど、食べないと人間も死ん

じゃうから人にもいのちがあるから食べる。だから感謝し

て食べます。』と、お皿をピカピカにするくらい給食を残

さず食べるようになりました。」

　福井先生は　「酪農家の皆さんが私たち、子どもたちに

沢山のことを教えてくださっていることに本当に感謝して

います。」と講演の最後を感謝の言葉で締めくくりました。

本物との出会い、体験で、
子どもたちが変わった

コミュニケーションの良さ
が体験を成功させるコツ

　講演後、参加者は 8 グループに分かれ、教育ファームの教

育的な効果についてディスカッションを行いました。まとめ

のグループ発表では「子どもと先生と酪農家の三者の信頼

関係が大事」といった、コミュニケーションに関する意見が

多く出ました。また、「体験後のフォロー（事後学習）をきち

んとする」、「食の大切さ、いのちの大切さを学べるような体

験メニューの見直し」など様々な意見が発表されました。

　10 月からの乳価の値上げに伴い小売価格を値上

げしています。来年４月には消費税の増税もあり、本

会議としては理解醸成に努めていきたいと思ってい

ます。また、交牧連の皆様方におかれましては消費者

の方々と直接接して、酪農の大事さ素晴らしさを伝

えていただいているということで、これからますま

す取り組みが重要になってくると思います。皆様方

の活動や取り組みについて後押ししていきたいと

思っています。

迫田　潔氏
(一社)中央酪農会議
専務理事

　10 月から牛乳の価格が上がるという話がありまし

たが、うまく価格が上げられるか心配をしています。

関東生乳販連として、イベントやテレビ、新聞を通じ

て理解醸成に努めています。また、交牧連の皆様と一

緒にモーモースクール等に取り組み、子どもたち、消

費者との触れ合い活動を行っています。このような活

動を通じ、一人でも多くの消費者が酪農を理解して、

酪農家の思いを知っていただけるようになるとあり

がたいと思います。

持田　守氏
関東生乳販売農業協同組合
連合会　常務理事

とす 」、 食 大切 、 ち 大切 学 体

験メニューの見直し」など様々な意見が発表されました。



　本会は、乳牛や酪農家とのふれあいを通じ

て、東日本大震災で被災した子どもたちの心

の傷を癒すことを大きな目的として、9 月に

岩手県陸前高田市、宮城県石巻市、10 月に福

島県相馬市でも～も～スクール（出前授業）

を実施しました。

　実施にあたり、全国の会員牧場から「被災

した子どもたちを元気にしたい」という気持

ちを抱いた多数のスタッフが駆け付けるとと

もに、アイスクリームも提供いただきました。

　さらに、多くのマスコミから取材をいただ

き、震災後初めて開催した福島県でのも～も

～スクールでは、福島県酪農協をはじめ多数

の関係機関のご支援のなか、農水省・原田畜

産部長をはじめとした行政関係者からの視察

も多く、大変賑やかなものになりました。

　本事業は今年度で 3 年目を迎えました。先

日開催した全国研修会の際に報告・総括を行

いましたが、次年度以降も継続実施を前向き

に検討したいというご意見を多くいただき、

今後、理事会等で協議を続けていく予定です。

岩手県陸前
高田市立小
友小学校

小友小児童 77
名、矢作小 3・
4 年生 22 名

酪農体験、牛乳の話、
バター作り等の出
前授業

全国から会員 24 名参加

会員からアイスクリーム

提供

全国から会員 30 名参加

会員からアイスクリーム

提供

福島県相馬
市立八幡小
学校

八幡小児童

100 名

酪農体験、牛乳の話、
バター作り等の出
前授業

10/8

実施日 実施場所 対 象 内 容 等 備　考
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全国から会員 33 名参加

会員からアイスクリーム

提供

宮城県石巻市

立北上小学校

( 旧：橋浦小 )

北上小児童

129 名

酪農体験、牛乳の話、

バター作り、小動物との

ふれあい等の出前授業
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平成 25 年度東北復興支援事業

■ 共催：（一社）中央酪農会議　協力：東北生乳販売農業協同組合連合会
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皆さま、こんにちは！今年の4月から 5年ぶりに事務局を担当させていただくことになりました、
三代（みしろ）です。
平成25年度2回目のDFニュース、楽しんでいただけましたでしょうか。事務局の中央酪農会議は、
今月事務所を引っ越しました。さらに心機一転、会員の皆さま、支援組織の皆さま、そして齋藤
事務局長とともに交牧連を盛り上げるべく頑張りますので、宜しくお願いいたします！

事務局からの

ご 挨 拶

　近日中に皆様のお手元に継続加入申込書の提出依

頼書をお送りいたしますので、必要事項をご記入い

ただき、期日までに事務局までご返送いただきます

ようお願いいたします。

　継続加入申込をいただいた方には、追って会費・

保険料のご請求書をお送りいたしますので、ご納入

いただきますよう重ねてお願いいたします。

継続加入申込書の提出等のお願い

　6 月号の DF ニュースで HP のリ

ニューアル内容をお伝えいたしま

したが、その後も最新情報を続々と掲載しています。

　最近では吉田副会長がいつも更新してくださって

いる交牧連フェイスブックが、ブロック担当者（ブロッ

クから推薦されて理事会で承認された方）も更新でき

るようになりました！

　また、寒い季節の到来にあわせて、遅ればせながら

23 年度に開催された「牛乳鍋コンテスト」の各ブロッ

クのレシピも掲載を始めました。

　さらに、会員牧場の素顔を臨場感たっぷりにお届け

する「まきばっこちゃんがいく」ページも、近日中に

オープン予定です。

　ぜひ、お仕事の合間にでも、交牧連 HP、フェイス

ブックをご覧くださいますようお願いいたします。

酪農教育ファーム推進委員会が開催されました
　11 月 18 日、東京で酪農教育ファーム推進委員会が開催され
ました。その際、認証牧場・ファシリテーターの 24 年度活動実
態が報告され、24 年度の認証牧場での受入人数は約 84 万人
となり、受入人数は以前の水準（過去最高は 21 年度の約 88 万
人）まで戻りつつあることが確認されました。一方で、東日本大
震災・原子力発電所事故の長引く影響や口蹄疫の脅威から、体
験受け入れを行っていない牧場も報告されています。また、外
国人観光客が全体的に増加しており、防疫上の対策について、
引き続き徹底していく必要があることも確認されました。

　毎年新たなご加入をいただいている交牧連ですが、

もっともっと会員を拡大すべく、この度パンフレット

を作成いたしましたので、皆様にお送りさせていただ

きます。本パンフレットは HP からダウンロードもで

きますし、事務局にご連絡いただければ郵送にて必要

部数をお送りいたします。本パンフレットをご活用い

ただき、消費者交流にご興味のある牧場に対して、お声

掛けをいただきたく、宜しくお願いいたします。

　みんなで交牧連の仲間を増やしていきましょう！

新規会員募集パンフレットを作成しました

交牧連HPをご覧ください

　事務局（一般社団法人中央酪農会議）は、12 月 16 日

より下記の事務所に移転しました。

　今後とも宜しくお願いいたします。

住所：〒101-0044
　　　東京都千代田区鍛冶町2-6-1　
　　　堀内ビル４階（JR神田駅徒歩1分）

TEL：03-6688-9841　

FAX：03-6681-5295

事務局（中酪）が移転しました

フェイスブック運用に関する関係者名簿(敬称略・順不同)

統括責任者 (有)広野牧場(香川県)廣野 正則

高橋体験牧場(北海道)高橋 育男

（有）カワヨグリーン牧場(青森県)川口 正博

北海道

東　北

関　東

北　陸

東　海

近中四

九　州

牧野 大地 マキノ牧場(千葉県)

石田 陽一 （有）石田牧場(神奈川県)

小林 美佐子 （有）フジタファーム(新潟県)

田嶋 敏 田嶋牧場(福井県)

青沼 光 新川育成牧場(富山県)

尾関 努 愛知牧場（有）愛知兄弟社(愛知県)

小林 拓 小林牧場(島根県)

里村 睦弓 さとむら牧場(長崎県)

ブロック担当者

運用責任者 吉田牧場　牧場のログハウス「ちちぶ路」(埼玉県)吉田 恭寛

有満 百合香 有満牧場(福岡県)

氏　名 牧場名・所属

氏　名 牧場名・所属

インフォマーシャル「おねがいMILKＧＯＤ」
　「牛乳が日本を元気にする＝ＭＩＬＫ ＪＡＰＡＮ」運動では、
平成 25 年 4 月から「ミルクゴッド」というキャラクターが人間
たちの様々な悩みにユル～く簡潔に答えるというスタイルで牛
乳の効能を訴求するアニメーション・インフォマーシャル「お
願いミルクゴッド」の放映を開始。毎週月曜・朝 7：00 ～ 8：00
頃から情報番組「ZIP！」等にて放映しており、10 月からは朝に
追加して、毎週月曜・21：00 ～ 21：56 放送のバラエティ番組「人
生が変わる！1 分間の深イイ話」でも放映しています。

移転後


